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「復興農学会」事務局会議（第27回） 議事録（案） 

 

文責 新田 洋司（福島大学） 

 

日時 2021年1月18日（月）15時00分～16時05分 

方法 ZoomによるWeb会議 

出席者 溝口 勝（東京大学）、杉野 弘明（同）、黒瀧 秀久（東京農業大学）、小倉 振一郎（東北大学）、

内田 修司（福島高専）、新田 洋司（福島大学）、石井 秀樹（同）、横山 正（同）、松島 武司（福

島イノベ機構） 

（敬称略） 

 

議事録（案） 

1．本学会会員の名簿整理と会員数の確保について（新田）【資料】 

 新田より資料にもとづいて会員の名簿および会員数等について説明があった。また、日本学術会議の「協

力学術研究団体」への指定申請要件（会員数が 100名以上、研究者が半数以上）は満たせるとの報告があ

った。 

 各大学等にあっては、名簿に新規会員登録などの加筆等がある場合は、1月30日（土）までに新田に連

絡することとなった。また、名簿が確定し、学会誌を刊行後、日本学術会議に「協力学術研究団体」指定

申請をすることが確認された。 

 なお、現在、新田が名簿編集をしているエクセルファイルは 1月30日（土）までのデータを反映後、杉

野 助教がWebのクラウドデータに反映させて名簿データを一本化し進めることとなった。また、会員に

あっては、名簿データの管理は各自が行うことを原則とすることが確認された。 

 

・会員区分別 

区分 名簿記載者 

研究者・非研究者 

（新田の判断等による） 

研究者 非研究者 

会員 

正会員 116 102 14 

学生会員 44 44 0 

シニア会員 9 8 1 

賛助会員・その他 3 0 3 

計 172 154 18 

設立記念シンポに参加登録し、会員

申請していない者 
114 61 53 

 

・大学等のみ 

大学等 会員 同左研究者 
設立記念シンポに参加登録し、

会員申請していない者 

茨城大学 2 2 0 

岩手大学 0 1 1 

宇都宮大学 2 2 0 

京都大学 1 1 0 

近畿大学 1 1 0 

郡山女子大学 2 2 0 

佐賀大学 5 5 0 

専修大学 1 1 0 

筑波大学 1 1 0 

東海大学 1 1 0 

東京大学 21 21 6 

東京農業大学 6 6 1 

東京農工大学 32 32 3 
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東北大学 2 2 17 

金沢学院大学 1 1 0 

新潟大学 1 4 3 

日本大学 2 2 2 

東日本国際大学 0 0 1 

弘前大学 1 1 1 

福島工業高等専門学校 6 6 9 

福島大学 40 40 7 

北海道大学 2 2 0 

三重大学 8 8 0 

宮城大学 2 2 0 

明治大学 4 4 1 

その他 0 0 0 

合計 144 148 52 

 

 

2．学会誌の編集状況について（横山） 

 横山 特任教授より、学会誌の編集状況について下記のように報告された。 

 ▼原著論文：現在、審査中。①JRAS-2020-P1、②JRAS-2020-P2 

 ▼総説：1報を受け付け。査読に入るところ。 

 ▼現場からの報告：現在、審査中。①JRAS-2020-RFF1 

▼巻頭言：生源寺 会長から受領済み。 

▼書評：2編の原稿を待っている。1月22日締め切り。 

▼飯舘村：原稿未着。1月22日締め切り。 

▼その他の原稿（原稿あり） 

  ①復興農学会設立記念シンポ抄録 

②復興農学会会則、会誌編集委員会規定、会誌投稿規定、会誌原稿作成要領、会誌原稿例 

 

 なお、学会誌に広告を掲載してはどうかとの提案があった。審議の結果、今号より掲載することとし、

本会議委員・各大学等が企業等に至急依頼することとなった。なお、今号では原則として企業等が作成し

た完全原稿（PDF）を掲載することとし、A4版 1ページで 3万円、1/2ページで 1.5万円（いずれも税込

み）とすることが了承された。また、福島大学が企業等への広告掲載依頼文書を作成することとなった。 

 

 

3．その他 

（1）本学会Webコンテンツの更新について 

 本学会のWebコンテンツについて、各大学が主催し本学会が共催する事業・取り組みや、事務局会議の

議事録などの情報が更新・アップされていない等の指摘があった。新田より詫びの発言があり、福島大学

で調整し進めることが確認された。 

 

（2）本学会の最近の状況や今後の進め方について 

 本学会ではこれまで、研究例会やフォーラムなどを共催などで実施してきたが、最近、継続されていな

いとの指摘があった。また、来年度以降の本学会の進め方等について検討して明らかにする必要があると

の意見があった。本件についても福島大学での検討や作業が停滞していることについて新田より詫びの発

言があり、一部を福島大学で調整して進めることが確認された。 

 

（3）「国際教育研究拠点」にかかる情報提供について 

 松島 コーディネーターより「国際教育研究拠点」にかかる情報と、溝口 教授より同拠点にかかる復興

庁との情報交換があったことについて情報提供があった。 



3 

 

 

以上 

 

今後の予定 

・会誌第1号の最終原稿集約 2021年1月22日（金） 

・郡山女子大学主催・本学会共催、「食と地域連携～葛尾村と食物栄養学科の取り組み～」、2021年1月23

日（土）13時00分～15時30分、郡山女子大学創学館・Zoom併用 

・事務局会議（第28回） 2021年2月1日（月）15時00分～16時00分 Zoom利用 

 

 


